
 
平成 27 年６月 26 日 

各  位 

東京都千代田区岩本町３丁目 10 番７号 

                                   株式会社 東京自働機械製作所 

                                     （コード番号 6360 東証第二部） 

                        （問合せ先） 取締役執行役員総務部長 清水 政彦 

                                          電話 （03）3866-7171（代表） 

 

中期経営計画（2015 年度～2017 年度）公開のお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、中期経営計画（2015 年度～2017 年度）について公開すること

を決議いたしましたのでご報告いたします。 

 

 中期経営計画（2015年度～2017年度）の内容につきましては、添付の資料をご確認いただけますようお

願いいたします。 

 

 経営陣、従業員一同本中期計画で掲げた目標を達成して参りたいと考えておりますので、何卒引き続き

のご支援をいただけますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

以上 



中期経営計画
（2015年度～2017年度）
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１．はじめに１．はじめに

我社の事業は、包装機械事業ならびに生産機械事業を中心として我社の事業は、包装機械事業ならびに生産機械事業を中心として
展開してきたが、本中期経営計画期間においても、引き続きこの両展開してきたが、本中期経営計画期間においても、引き続きこの両
事業を中核に運営をしていく。事業を中核に運営をしていく。

包装機械事業においては、重点事業分野の活動強化や新商品開発包装機械事業においては、重点事業分野の活動強化や新商品開発
の積極的展開を進める事で、将来にわたって安定成長を達成しての積極的展開を進める事で、将来にわたって安定成長を達成していい
くことが重要である。くことが重要である。

生産機械事業においては、長年の取組により築かれた特定顧客と生産機械事業においては、長年の取組により築かれた特定顧客と
の信頼関係をより強固なものとし、提案力を高めるための技術の追の信頼関係をより強固なものとし、提案力を高めるための技術の追
求により、引き続き安定した事業の継続を図ることが重要である。求により、引き続き安定した事業の継続を図ることが重要である。
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２．中期経営ビジョン２．中期経営ビジョン

１．環境変化に柔軟に対応し継続的に利益を生み出せる企業１．環境変化に柔軟に対応し継続的に利益を生み出せる企業

２．２．No.1No.1の価値を創造しお客様に提供する企業の価値を創造しお客様に提供する企業

（（包装価値創造企業包装価値創造企業））

３．相互信頼とコミュニケーションでやる気と活気にあふれる企業３．相互信頼とコミュニケーションでやる気と活気にあふれる企業

※※包装価値創造企業とは包装価値創造企業とは

単なる包装機械メーカーから脱却し、包装形態の提案、効率的なシステムや生産性を向単なる包装機械メーカーから脱却し、包装形態の提案、効率的なシステムや生産性を向
上させる機械設備の提案、導入後のサービスやメンテナンス／使い方指導など、お客様と上させる機械設備の提案、導入後のサービスやメンテナンス／使い方指導など、お客様と
の相互コミュニケーションを強化し、お客様の立場に立った発想で、包装に関する総合的なの相互コミュニケーションを強化し、お客様の立場に立った発想で、包装に関する総合的な
付加価値を創造し、お客様に提供できる企業のこと。付加価値を創造し、お客様に提供できる企業のこと。
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３．数値目標３．数値目標

２８０２８０２００２００２９８２９８当期純利益当期純利益

４３０４３０２５０２５０３９０３９０経常利益経常利益

３２０３２０
（（4.04.0％）％）

１５０１５０
（（2.02.0％）％）

２８４２８４
（（3.63.6％）％）

営業利益営業利益
((利益率）利益率）

８８,,００００００
５，５００５，５００
２，５００２，５００

７７,,５００５００
５，０００５，０００
２，５００２，５００

７７,,８１２８１２
５，０６５５，０６５
２，７４６２，７４６

売上高売上高
（包装機械）（包装機械）
（生産機械）（生産機械）

20172017年度年度
（中計目標）（中計目標）

20152015年度年度
（見込）（見込）

20142014年度年度
（実績）（実績）

※※本中計期間中は、販売強化に向けた投資、新商品開発や要素技術開発の推進、顧客提案力強化本中計期間中は、販売強化に向けた投資、新商品開発や要素技術開発の推進、顧客提案力強化

に向けた技術やシステムの追求を行うための費用負担もあり一時的に減益となるが、安定配当を維に向けた技術やシステムの追求を行うための費用負担もあり一時的に減益となるが、安定配当を維
持しつつ、中計最終年度では営業利益率持しつつ、中計最終年度では営業利益率44％の達成を目指す。％の達成を目指す。

（百万円）（百万円）
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４．４．我社を取り巻く我社を取り巻く事業環境と今後の対応事業環境と今後の対応

国内包装機械市場においては、安定期に入った感もあり、概ね国内包装機械市場においては、安定期に入った感もあり、概ね40004000億円規模で億円規模で

推移をしているが、カテゴリー別では一部で大きな伸張も見られる。当社では重点推移をしているが、カテゴリー別では一部で大きな伸張も見られる。当社では重点
事業分野を設定した活動を展開しているが、引き続き選択と集中を意識した活動を事業分野を設定した活動を展開しているが、引き続き選択と集中を意識した活動を
展開し、既存市場における売上確保を図るとともに、更なる市場拡大に向けた新商展開し、既存市場における売上確保を図るとともに、更なる市場拡大に向けた新商
品開発を推進し活動を強化していく。品開発を推進し活動を強化していく。

海外包装機械市場においては、新興国や諸外国製機械との価格／機能面での海外包装機械市場においては、新興国や諸外国製機械との価格／機能面での
更なる競争激化が予測される。当社は、価格競争力向上に向け海外製造拠点を更なる競争激化が予測される。当社は、価格競争力向上に向け海外製造拠点を
より一層充実させ、一方では代理店網の再整備を含めて販売活動を強化するとより一層充実させ、一方では代理店網の再整備を含めて販売活動を強化すると
ともに、ともに、ttamamブランドを前面に打ち出した、機能／システム／サービスを含めたブランドを前面に打ち出した、機能／システム／サービスを含めた

総合的な提案力を強化することで、お客様の信頼獲得と売上拡大を目指す。総合的な提案力を強化することで、お客様の信頼獲得と売上拡大を目指す。

生産機械事業においては、特定顧客の投資計画に左右される傾向が強いところで生産機械事業においては、特定顧客の投資計画に左右される傾向が強いところで
はあるが、中長期的視点に立ち、お客様との信頼関係の一層の強化に向け、新台はあるが、中長期的視点に立ち、お客様との信頼関係の一層の強化に向け、新台
設備のみならず、既存設備の改善／改良など、ニーズにきめ細かく対応することで設備のみならず、既存設備の改善／改良など、ニーズにきめ細かく対応することで
安定した事業量の確保に努めていく。安定した事業量の確保に努めていく。
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５．基本方針５．基本方針

本中計期間においては、我社の強みである技術力や業務遂行力を本中計期間においては、我社の強みである技術力や業務遂行力を
一層強化し、お客様満足度向上を実現する機械／装置／サービスを一層強化し、お客様満足度向上を実現する機械／装置／サービスを
提供することで、安定的な売上と利益を確保し、内部留保を高め、更提供することで、安定的な売上と利益を確保し、内部留保を高め、更
なる企業体質の強化を図ることとする。なる企業体質の強化を図ることとする。

そのための基本方針として、以下を定める。そのための基本方針として、以下を定める。

①目標売上高と安定利益の確保で財務体質を強化①目標売上高と安定利益の確保で財務体質を強化
②重点事業の強化／海外事業の拡大に向けた経営資源の配分②重点事業の強化／海外事業の拡大に向けた経営資源の配分
③販売競争力のある新商品開発の推進③販売競争力のある新商品開発の推進
④技術力強化による企業価値の向上④技術力強化による企業価値の向上
⑤製造の需給対応力／コスト競争力の強化および製品品質の向上⑤製造の需給対応力／コスト競争力の強化および製品品質の向上
⑥営業提案力／設計開発力／生産技能力強化を柱とする人材育成⑥営業提案力／設計開発力／生産技能力強化を柱とする人材育成
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６．主たる経営戦略６．主たる経営戦略

基本方針の達成に向けて、以下の戦略課題を設定し取組んでいく。基本方針の達成に向けて、以下の戦略課題を設定し取組んでいく。

①包装機械事業①包装機械事業
11）重点事業をラインシステム／ベーラー／粉体／海外の各事業とし活動を強化）重点事業をラインシステム／ベーラー／粉体／海外の各事業とし活動を強化
22）量産機の育成と事業分野拡大に向けた新商品開発を推進）量産機の育成と事業分野拡大に向けた新商品開発を推進
33）同業他社との販売／技術面での交流を積極的に展開）同業他社との販売／技術面での交流を積極的に展開

②生産機械事業②生産機械事業
11）顧客提案力強化に向けた技術／システムの追求と要素技術開発の推進）顧客提案力強化に向けた技術／システムの追求と要素技術開発の推進
22）特定顧客との信頼関係および戦略的パートナーシップの維持強化）特定顧客との信頼関係および戦略的パートナーシップの維持強化

③品質向上とコスト競争力③品質向上とコスト競争力
11）設計／製造が一体となり、）設計／製造が一体となり、No.1No.1を目指して製品品質を向上を目指して製品品質を向上
22）目標原価管理の徹底によるコスト競争力のアップ）目標原価管理の徹底によるコスト競争力のアップ

④全社共通課題④全社共通課題
11）リーダーシップの発揮と問題意識／危機管理意識の高揚徹底）リーダーシップの発揮と問題意識／危機管理意識の高揚徹底
22）企業価値向上に向けた）企業価値向上に向けたtamtamブランドの育成ブランドの育成
33）経営基盤強化とインフラ整備の方向性策定）経営基盤強化とインフラ整備の方向性策定
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＜本資料取扱上の注意＞＜本資料取扱上の注意＞

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定
の前提にの前提に基づき作成しておりますが基づき作成しておりますが、実際の業績等は様々な要、実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。因により大きく異なる可能性があります。

（問合せ窓口）（問合せ窓口）
取締役執行役員総務部長取締役執行役員総務部長 清水清水 政彦政彦
〒〒101101--00320032
東京都千代田区岩本町東京都千代田区岩本町33丁目丁目1010番番77号号 東自機ビル東自機ビル

電話：電話：0303--38663866--71717171
ＦＡＸ：ＦＡＸ：0303--38663866--76447644
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